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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
昨
日
と
、
今
日
と
、
こ
れ
か
ら
と

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
０
１
０
Ｒ

【
作
者
名
】

　
桜
芽
 

鈴
斗

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
僕
は
、
毎
日
本
を
読
む
。
題
名
が
な
く
内
容
も
な
い
。
そ
ん
な
本
を
毎
日

開
き
一
生
懸
命
に
内
容
を
作
る
―
造
る
―
創
る
。
毎
日
違
う
内
容
を
。
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一
頁
「
昔
誰
か
に
言
わ
れ
た
事
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
昔
誰
か
に
言
わ
れ
た
事
を
書
い
た
話
。
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一
頁
「
昔
誰
か
に
言
わ
れ
た
事
」

　
僕
は
、
読
ん
で
い
た
本
を
閉
じ
た
。
読
む
と
言
う
の
は
、
可
笑
し
い
か
な
？

だ
っ
て
そ
の
本
は
、
題
名
が
な
く
内
容
も
な
い
。
そ
ん
な
本
を
毎
日
開
き
一
生

懸
命
に
内
容
を
作
る
―
造
る
―
創
る
。
毎
日
違
う
内
容
を
。
そ
ん
な
事
を
し
て

い
る
間
に
、
一
日
が
過
ぎ
る
。

　
今
日
は
、
昔
誰
か
に
言
わ
れ
た
事
を
書
い
た
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

あ
な
た
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

黒
い
と
言
う
こ
と
を
。

白
い
と
言
う
こ
と
を
。

そ
れ
は
、

光
と
闇
。
昼
と
夜
。
陰
と
陽
。

あ
な
た
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

コ
イ
ン
の
表

コ
イ
ン
の
裏

そ
れ
は
、

絶
対
に
相
成
れ
な
い
モ
ノ

あ
な
た
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

人
と
ヒ
ト
。
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そ
れ
は
、

常
に
反
発
す
る
モ
ノ

あ
な
た
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

磁
石
の
同
じ
極
ど
う
し
の
よ
う
に
、
付
く
こ
と
が
出
来
な
い
、
不
完
全
な
存
在
を

あ
な
た
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
結
局
、
あ
の
人
は
何
を
聞
き
た
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
僕
に
は
分
か
ら
な
い
。

で
も
、
あ
の
人
は
僕
が
答
え
る
の
を
何
時
ま
で
も
待
っ
て
く
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
本
に
す
る
と
何
と
な
く
分
か
っ
た
気
が
す
る
。
今
更
だ
け
ど
あ

の
人
に
会
い
に
行
こ
う
。
そ
し
て
、
伝
え
よ
う
。

『
あ
の
時
の
悩
ん
で
い
た
僕
を

　
支
え
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。
』
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一
頁
「
昔
誰
か
に
言
わ
れ
た
事
」
（
後
書
き
）

お
粗
末
様
で
し
た
。
こ
ん
な
の
し
か
書
け
ま
せ
ん
。

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
く
れ
る
と
有
り
難
い
で
す
。
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二
頁
「
美
し
い
と
醜
い
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
美
し
い
と
醜
い
に
つ
い
て
の
考
え
の
話
。
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二
頁
「
美
し
い
と
醜
い
」

　
僕
は
毎
日
、
題
名
が
な
く
内
容
も
な
い
、
そ
ん
な
本
を
読
む
。
毎
日
違
う
内

容
を
、
そ
の
日
一
日
を
使
い
考
え
る
。
　
今
日
は
美
し
い
と
醜
い
に
つ
い
て
の

話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
あ
る
所
に
、
美
し
く
な
り
た
い
と
思
少
女
が
居
ま
し
た
。

　
彼
女
が
住
ん
で
い
る
国
は
、
美
し
い
モ
ノ
を
愛
し
、
醜
い
モ
ノ
を
嫌
う
国
で

し
た
。
醜
い
モ
ノ
は
全
て
壊
し
、
殺
し
、
国
か
ら
無
く
し
ま
し
た
。

　
彼
女
は
美
し
く
な
け
れ
ば
、
醜
く
も
な
い
の
で
す
。

　
だ
か
ら
、
彼
女
は
何
が
醜
い
モ
ノ
な
の
か
確
か
め
に
、
国
が
醜
い
と
決
め
た

も
の
の
掃
き
溜
め
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼
女
が
見
た
モ
ノ
は
、
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
自
分
の
国
よ
り
も
豊
か
な
生
活
を
し
て
い
る
人
達
で
し
た
。

　
必
要
最
低
限
以
下
の
物
し
か
無
い
の
に
、
と
て
も
美
し
く
見
え
て
し
ま
い
ま

す
。

　
彼
女
は
、
そ
れ
か
ら
暇
が
あ
る
度
に
そ
こ
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
結
局
、
彼
女
が
気
づ
い
た
事
は
何
だ
ろ
う
？
僕
は
、
彼
女
じ
ゃ
な
い
か
ら
分

か
ら
な
い
。

　
で
も
多
分
、
こ
う
い
う
事
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。

『
自
分
達
の
考
え
は
、
間
違
っ
て
る
。
自
分
達
が
美
し
い
と
思
っ
て
い
る
モ
ノ

は
醜
く
て
、
醜
い
と
思
っ
て
い
る
モ
ノ
ほ
ど
、
美
し
い
の
だ
ろ
う
。
』
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も
う
、
今
日
は
寝
よ
う
。
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二
頁
「
美
し
い
と
醜
い
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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三
頁
「
選
択
肢
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
摩
訶
不
思
議
な
選
択
肢
の
話
。
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三
頁
「
選
択
肢
」

　
僕
は
、
毎
日
本
を
読
む
。
題
名
が
な
く
内
容
も
な
い
、
そ
ん
な
本
を
。
毎
日

違
う
内
容
を
、
そ
の
日
一
日
を
使
い
考
え
る
。
起
き
て
、
本
を
読
み
、
寝
る
だ

け
の
毎
日
。

　
今
日
は
、
選
択
肢
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
こ
こ
は
、
ど
こ
だ
ろ
う
。
な
ん
で
、
こ
ん
な
所
に
居
る
ん
だ
ろ
う
。

　
辺
り
を
見
回
し
て
も
み
て
も
、
誰
も
居
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
地
面
が
無

く
て
宙
に
浮
い
て
い
る
。

（
何
な
の
さ
。
）

　
声
が
出
な
い
。
仮
に
出
た
と
し
て
も
、
誰
も
居
な
い
か
ら
答
え
る
人
は
居
な

い
。
真
っ
白
な
空
間
が
あ
る
だ
け
だ
。

―
　
―
　
―
　
―
　
―
　
―
　
―
　
―

　
そ
れ
か
ら
少
し
経
っ
た
後
、
真
っ
白
な
空
間
が
真
っ
黒
に
な
っ
た
。

「
何
な
の
さ
。
」
　
今
度
は
、
声
が
出
た
。
だ
か
そ
れ
は
、
喋
ろ
う
と
し
た
訳

で
は
な
く
て
心
で
思
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

「
こ
ん
な
所
は
、
も
う
嫌
だ
。
」

　
そ
う
言
っ
て
逃
げ
出
し
た
。

―
　
―
　
―
　
―
　
―
　
―
　
―
　
―

　
ま
た
、
少
し
経
っ
た
頃
に
真
っ
黒
だ
っ
た
空
間
に
、
二
筋
の
光
が
入
っ
た
。

　
一
方
は
、
赤
い
光
。
命
を
現
す
よ
う
な
色
。

　
一
方
は
、
白
い
光
。
神
々
し
い
色
。
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ど
っ
ち
を
選
べ
ば
、
戻
れ
る
の
だ
ろ
う
。
あ
の
、
青
白
い
光
の
場
所
に
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
人
は
、
理
不
尽
な
選
択
が
多
い
と
言
う
。
選
ん
だ
選
択
肢
の
中
に
、
幸
福
を

見
い
だ
せ
ば
良
い
の
に
。

　
な
ん
と
身
勝
手
な
事
だ
ろ
う
。
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三
頁
「
選
択
肢
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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四
頁
「
告
白
に
つ
い
て
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
告
白
に
つ
い
て
の
話
。
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四
頁
「
告
白
に
つ
い
て
」

　
僕
が
毎
日
開
く
本
は
、
タ
イ
ト
ル
は
無
く
て
、
中
身
は
白
紙
。
内
容
は
、
毎

日
考
え
る
。

　
今
日
は
、
告
白
に
つ
い
て
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
告
白
―
―
―
心
中
に
隠
し
て
い
た
こ
と
を
、
打
ち
明
け
て
言
う
こ
と
。

　
【
新
選
国
語
辞
典
第
八
版
（
小
学
館
）
】
よ
り
抜
粋
。

　
改
め
て
辞
書
を
引
く
と
、
そ
ん
な
事
が
書
い
て
あ
っ
た
。

　
告
白
―
―
―
そ
れ
は
、
愛
の
言
葉
。

　
告
白
―
―
―
そ
れ
は
、
罪
の
言
葉
。

　
対
外
の
人
は
、
前
者
の
意
味
が
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
間
違
っ
て

な
い
と
思
う
し
、
後
者
に
関
し
て
は
、
「
何
言
っ
て
ん
の
？
」

　
と
、
思
う
人
も
居
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
告
白
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、
心
中
を
打
ち
明
け
る
こ
と
だ
。
愛
だ

ろ
う
が
、
罪
だ
ろ
う
が
、
何
だ
ろ
う
が
だ
。
　
そ
れ
に
、
愛
の
為
な
ら
犯
罪
に

手
を
染
め
る
人
も
居
る
。

　
だ
か
ら
、
告
白
は
愛
の
言
葉
で
あ
り
罪
の
言
葉
で
あ
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
こ
こ
ま
で
創
っ
て
、
本
を
閉
じ
た
。

　
僕
に
告
白
し
て
く
れ
る
人
は
、
い
る
だ
ろ
う
か
？
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僕
の
告
白
を
聞
い
て
く
れ
る
人
は
、
い
る
だ
ろ
う
か
？

　
僕
の
言
い
た
い
こ
と
は
、

『
愛
と
罪
は
、
向
か
い
合
わ
せ
。
』
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四
頁
「
告
白
に
つ
い
て
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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五
頁
「
後
悔
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
後
悔
の
話
。
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五
頁
「
後
悔
」

　
僕
は
、
本
を
開
く
。
毎
日
話
を
造
り
、
そ
れ
だ
け
を
し
て
一
日
を
過
ご
す
。

　
今
日
は
、
後
悔
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
私
は
、
懺
悔
を
す
る
た
め
に
教
会
へ
来
た
。

コ
ン
ッ
、
コ
ン
ッ

「
ど
う
ぞ
。
」

　
私
は
中
に
入
っ
た
。

「
今
日
は
、
ど
う
し
ま
し
た
か
？
」

「
人
を
・
・
・
」

「
人
を
？
」

「
死
に
そ
う
な
人
を
見
捨
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。
」

「
そ
れ
は
、
ど
う
し
て
で
す
か
。
」

「
・
・
・
・
・
・
。
」

（
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。
）

　
私
は
、
思
い
出
そ
う
と
し
た
。
で
も
、
そ
の
記
憶
だ
け
が
思
い
出
せ
な
い
。

「
・
・
・
解
り
ま
せ
ん
。
」

「
解
ら
な
い
で
す
か
。
」

「
今
に
も
死
に
そ
う
な
を
見
捨
て
た
人
が
、
生
き
て
い
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
人
を
犠
牲
に
し
た
私
が
。
」
「
・
・
・
・
・
・
。
」
　
神
父
様
は
、
何

も
言
っ
て
く
れ
な
い
。

「
時
間
を
取
ら
し
て
し
ま
っ
て
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

　
そ
う
言
っ
て
、
私
は
懺
悔
室
か
ら
出
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
人
は
、
誰
か
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
親
だ
っ
た
り
、

友
人
だ
っ
た
り
、
一
度
会
っ
た
だ
け
の
人
だ
っ
た
り
、
一
度
も
会
っ
た
事
の
無
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い
人
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
れ
は
、
後
悔
す
る
よ
う
な
モ
ノ
だ
ろ
う
か
。
明
確
な
悪
意
を
持
っ
て
や
っ

て
い
る
訳
で
は
な
く
、
結
果
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
だ
。

『
そ
れ
は
、
後
悔
す
る
よ
う
な
モ
ノ
だ
ろ
う
か
。
』
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五
頁
「
後
悔
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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六
頁
「
幸
福
と
不
幸
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
幸
福
と
不
幸
の
話
。
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六
頁
「
幸
福
と
不
幸
」

　
僕
は
、
本
を
開
く
。
タ
イ
ト
ル
が
無
け
れ
ば
、
中
身
も
無
い
。
そ
の
内
容
を

作
る
こ
と
で
一
日
を
過
ご
す
。

　
今
日
は
、
幸
福
と
不
幸
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
こ
ん
な
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
、
無
い
だ
ろ
う
か
。

『
幸
福
な
家
庭
は
皆
同
様
だ
か
、
不
幸
な
家
庭
は
皆
様
々
で
あ
る
。
』

　
大
概
の
場
合
幸
福
と
は
、
掴
み
取
る
モ
ノ
で
あ
る
。
だ
が
、
不
幸
は
持
た
さ

れ
る
重
荷
で
あ
る
。

　
両
者
を
バ
ッ
ク
に
例
え
て
み
よ
う
。
　
幸
福
は
、
一
つ
一
つ
の
中
身
が
同
じ

く
、
結
果
は
幸
福
だ
。

　
不
幸
は
、
一
つ
一
つ
の
中
身
が
違
い
、
結
果
は
無
限
に
近
く
な
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
不
幸
は
様
々
で
あ
る
。

　
だ
が
、
本
質
に
違
い
は
あ
れ
ど
結
局
は
同
じ
よ
う
な
モ
ノ
で
あ
る
。
結
局
自

分
で
持
つ
し
か
無
い
か
ら
だ
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
僕
に
は
、
幸
福
も
、
不
幸
も
解
ら
な
い
。
ど
ち
ら
で
も
な
い
し
、
ど
ち
ら
に

も
な
れ
な
い
か
ら
だ
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
僕
は
自
分
に
問
う
。

『
君
は
今
、
幸
福
か
い
。
そ
れ
と
も
、
不
幸
な
の
か
い
。
』



24

六
頁
「
幸
福
と
不
幸
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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七
頁
「
偽
善
者
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
偽
善
者
の
話
。
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七
頁
「
偽
善
者
」

　
僕
は
、
話
を
造
る
。
一
日
一
つ
。
何
も
書
い
て
な
い
本
に
。

　
今
日
は
、
偽
善
者
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
こ
の
偽
善
者
が
。
」

「
お
前
は
偽
善
者
だ
。
」

「
偽
善
者
め
。
」

　
偽
善
者
。
み
ん
な
が
、
僕
を
そ
う
言
う
。
自
分
で
は
本
心
か
ら
思
っ
て
や
っ

て
い
る
こ
と
な
の
に
。
自
分
の
本
心
か
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
な
の
に
。

　
み
ん
な
ど
う
し
て
そ
ん
な
事
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

　
み
ん
な
の
本
心
が
、
わ
か
ら
な
い
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ

ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ

ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ

ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ

ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ

ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ

ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
僕
は
何
モ
ノ
な
ん
だ
ろ
う
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。

ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
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七
頁
「
偽
善
者
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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八
頁
「
壊
れ
た
不
完
全
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
壊
れ
た
不
完
全
の
話
。
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八
頁
「
壊
れ
た
不
完
全
」

　
僕
は
本
を
創
る
。
毎
日
、
話
を
一
話
ず
つ
。

　
今
日
は
、
壊
れ
た
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
私
は
、
壊
れ
て
い
る
。
体
の
一
部
と
か
脳
の
一
部
が
で
は
な
く
て
、
ヒ
ト
と

し
て
壊
れ
て
い
る
。
感
情
が
う
ま
く
出
せ
な
い
だ
け
だ
。

　
別
に
、
感
情
が
無
い
訳
で
は
な
い
。
怒
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
怒
る
し
、

悲
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
悲
し
い
。
そ
れ
が
一
切
出
せ
な
い
の
だ
。

　
だ
か
ら
、
み
ん
な
私
が
壊
れ
て
い
る
と
言
う
。

　
私
か
ら
す
れ
ば
、
み
ん
な
同
じ
な
の
に
。
同
じ
な
の
に
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
人
は
、
誰
し
も
不
完
全
で
あ
る
。
壊
れ
て
い
る
。

『
た
と
え
壊
れ
て
も
、

　
そ
れ
で
も
愛
し
て
く
れ
ま
す
か
。
』
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八
頁
「
壊
れ
た
不
完
全
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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九
頁
「
戦
争
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
戦
争
の
話
。
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九
頁
「
戦
争
」

　
毎
日
、
一
つ
の
題
材
を
決
め
て
話
を
作
る
。
起
き
て
、
造
っ
て
、
寝
る
。
そ

う
し
て
で
き
た
本
。

　
今
日
は
、
戦
争
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
戦
争
―
―
―
遥
か
昔
か
ら
生
物
が
や
っ
て
き
た
醜
い
争
い
。

　
同
じ
モ
ノ
を
求
め
、
お
互
い
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
。

　
い
つ
に
な
っ
て
も
、
止
め
ら
れ
な
い
モ
ノ
。

　
い
つ
に
な
っ
て
も
、
繰
り
返
さ
れ
る
モ
ノ
。

　
い
つ
に
な
っ
て
も
、
終
わ
ら
な
い
モ
ノ
。

　
僕
の
住
む
国
は
、
戦
争
の
国
。
と
う
の
昔
に
理
由
は
無
く
な
っ
た
の
に
、
い

つ
ま
で
も
戦
争
を
し
て
い
る
。

　
昔
は
、
理
由
が
無
く
な
れ
ば
戦
争
も
終
わ
る
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
違
う
。

理
由
が
無
く
な
っ
て
も
、
戦
争
は
終
わ
ら
な
い
。
な
ん
で
だ
ろ
う
。

ナ
ン
デ
。
ナ
ン
デ
。
ナ
ン
デ
。
ナ
ン
デ
。
ナ
ン
デ
。
ナ
ン
デ
。
ナ
ン
デ
。
ナ
ン

デ
。
ナ
ン
デ
。
ナ
ン
デ
。
ナ
ン
デ
。

　
誰
も
答
え
て
は
く
れ
な
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
ヒ
ト
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も
争
う
こ
と
を
止
め
な
い
。

『
な
ん
で
あ
な
た
は
、
戦
う
の
。
』
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九
頁
「
戦
争
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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十
頁
「
死
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
死
に
つ
い
て
の
話
。
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十
頁
「
死
」

　
僕
は
、
本
を
作
る
。
そ
れ
は
、
白
紙
の
紙
に
文
字
を
書
く
こ
と
。
そ
れ
は
、

と
て
も
簡
単
だ
が
、
と
て
も
難
し
い
こ
と
。

　
今
日
は
、
死
に
つ
い
て
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
死
に
た
い

 
 

そ
れ
が
、
僕
の
夢
だ
。

 
 

僕
は
、
通
常
の
人
間
で
は
な
い
。
か
と
言
っ
て
不
老
不
死
で
も
な
い
。
た

だ
普
通
の
人
よ
り
怪
我
の
治
り
が
異
常
な
だ
け
。
そ
う
、
異
常
な
だ
け
。
切
り

傷
は
で
き
た
直
後
に
、
骨
が
折
れ
て
も
一
時
間
あ
れ
ば
治
る
。
心
臓
を
取
り
出

し
て
も
、
切
り
刻
ん
で
も
痛
い
だ
け
。
半
日
寝
て
れ
ば
再
生
す
る
。
た
だ
、
心

臓
が
停
止
し
て
い
る
間
は
全
く
動
く
事
が
で
き
な
い
か
ら
、
不
死
で
は
な
い
ら

し
い
ら
し
い
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
体
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
 
 

一
つ
分
か
っ

て
い
る
の
は
、
死
ね
な
い
と
言
う
こ
と
だ
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
僕
は
、
死
に
た
い
。

『
あ
な
た
は
、

　
私
を
殺
し
て
く
れ
ま
す
か
。
』
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十
頁
「
死
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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十
一
頁
「
否
定
と
肯
定
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
否
定
と
肯
定
の
話
。



38

十
一
頁
「
否
定
と
肯
定
」

　
僕
は
、
話
を
読
む
。
自
分
で
創
り
書
い
た
本
を
。

　
今
日
は
、
否
定
と
肯
定
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
私
と
は
、
何
だ
ろ
う
。

　
モ
ノ
―
―
―
そ
う
だ
。
（
違
う
。
）

　
ヒ
ト
―
―
―
違
う
。
（
そ
う
だ
。
）

　
人
形
―
―
―
そ
う
だ
。
（
違
う
。
）

　
本
　
―
―
―
違
う
。
（
そ
う
だ
。
）

　
存
在
―
―
―
そ
う
だ
。
（
違
う
。
）

　
虚
無
―
―
―
違
う
。
（
そ
う
だ
。
）

　
有
　
―
―
―
そ
う
だ
。
（
違
う
。
）

　
無
　
―
―
―
違
う
。
（
そ
う
だ
。
）

　
私
は
、
そ
れ
ら
全
て
で
あ
り
、
そ
れ
ら
全
て
で
は
な
い
。

　
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
結
び
付
き
で
あ
る
。

　
完
全
で
あ
り
、
不
完
全
で
あ
る
。

　
ど
れ
か
が
抜
け
て
は
い
け
な
い
し
、
全
て
抜
け
て
も
い
い
。

　
私
と
は
、
私
で
あ
り
私
で
は
な
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
僕
は
、
何
な
の
だ
ろ
う
。

『
僕
は
、

　
否
定
で
あ
り
肯
定
で
あ
る
。
』
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十
一
頁
「
否
定
と
肯
定
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。



40

十
二
頁
「
夢
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
夢
の
話
。
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十
二
頁
「
夢
」

　
僕
は
、
本
を
作
る
。
一
日
ず
つ
、
一
つ
の
話
を
造
る
。

　
今
日
は
、
夢
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
私
は
、
夢
を
見
る
。
い
つ
も
同
じ
夢
を
。

　
何
故
か
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
誰
か
が
助
け
に
き
て
く
れ
る
夢
。

　
私
は
お
礼
を
言
お
う
と
す
る
が
、
分
か
ら
な
い
。
そ
の
人
を
知
っ
て
い
る
は

ず
な
の
に
、
名
前
が
思
い
出
せ
な
い
。

「
大
丈
夫
○
○
。
」

　
あ
の
人
は
、
そ
う
聞
い
て
く
る
。
で
も
、
私
は
名
前
が
分
か
ら
な
い
。

　
あ
の
人
は
、
誰
だ
ろ
う
。

　
私
と
同
じ
顔
を
し
た
あ
の
人
は
、
誰
だ
ろ
う
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
人
は
、
誰
し
も
自
分
の
中
に
も
う
一
人
の
自
分
が
い
る
。

　
そ
れ
は
、
自
分
で
あ
っ
て
自
分
で
な
い
。
そ
れ
は
、
誰
だ
ろ
う
。
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十
二
頁
「
夢
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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十
三
頁
「
欲
望
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
欲
望
の
話
。
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十
三
頁
「
欲
望
」

　
自
分
の
考
え
を
本
に
ま
と
め
る
。
ま
と
め
た
モ
ノ
を
一
つ
の
話
に
す
る
。
そ

し
て
、
毎
日
話
を
創
る
。

　
今
日
は
、
欲
望
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
欲
し
い
。
あ
れ
が
欲
し
い
。

　
欲
し
い
。
こ
れ
が
欲
し
い
。

　
欲
し
い
。
欲
し
い
。
欲
し
い
。
欲
し
い
。
欲
し
い
。
欲
し
い
。
欲
し
い
。
欲

し
い
。
欲
し
い
。
欲
し
い
。
欲
し
い
。

　
あ
れ
も
、
こ
れ
も
。

　
私
の
周
り
に
あ
る
モ
ノ
全
て
が
欲
し
い
。

　
私
の
周
り
に
な
い
モ
ノ
全
て
が
欲
し
い
。

　
私
は
、
欲
し
い
。
喰
ら
い
た
い
ほ
ど
愛
お
し
い
。
そ
ん
な
あ
な
た
が
、

　
私
は
、
欲
し
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
欲
望
。
そ
れ
は
、
止
ま
な
い
モ
ノ
。

　
欲
望
。
そ
れ
は
、
消
え
な
い
モ
ノ
。

『
僕
は
、
欲
し
い
。

　
何
も
か
も
、
全
て
が
欲
し
い
。
』
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十
三
頁
「
欲
望
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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十
四
頁
「
記
憶
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
昔
の
記
憶
の
話
。
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十
四
頁
「
記
憶
」

　
僕
は
話
を
創
る
。
起
き
て
作
り
、
造
っ
て
寝
る
毎
日
。
こ
ん
な
日
々
に
意
味

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
今
日
は
、
昔
の
記
憶
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。
僕
の
日
常
が
。

　
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
誰
か
の
手
に
よ
っ
て
。

　
い
つ
も
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
も
、
い
つ
も
見
て
く
れ
て
い
た
人
も
、
い
つ

も
側
に
い
た
人
も
、
い
つ
も
慰
め
て
く
れ
た
人
も
、
も
う
い
な
い
。

　
壊
れ
て
し
ま
っ
た
、
景
色
。

　
壊
れ
て
し
ま
っ
た
、
日
常
。

　
ま
る
で
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
、
ど
ん
な
に
拾
っ
て
も
、
ど
ん
な
に
掬
っ

て
も
、
二
度
と
同
じ
に
は
な
ら
な
い
。

　
な
ん
で
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
普
通
に
生
活
し
て
い
た
だ
け

な
の
に
。

　
何
で
だ
ろ
う
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
壊
れ
た
モ
ノ
は
直
ら
な
い
。
た
と
え
そ
れ
が
、
ど
ん
な
に
大
切
だ
っ
た
モ
ノ

で
も
。
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十
四
頁
「
記
憶
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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十
五
頁
「
努
力
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
努
力
す
る
事
の
話
。
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十
五
頁
「
努
力
」

　
僕
は
、
本
を
造
る
。
自
分
の
見
た
事
や
感
じ
た
事
、
思
っ
て
い
る
事
を
話
に

し
て
。

　
今
日
は
、
努
力
す
る
事
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
努
力
。
目
的
の
為
に
、
自
分
の
能
力
を
尽
く
し
て
打
ち
込
む
こ
と
。

　
そ
れ
は
ま
る
で
、
ゴ
ー
ル
の
な
い
永
遠
の
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う
な
こ
と
。
不
毛

で
、
無
駄
な
こ
と
。

　
努
力
を
す
る
ヒ
ト
は
、
こ
の
世
に
何
人
も
い
る
。

　
だ
が
、
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
無
理
な
事
も
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
ヒ
ト
は
希
望
に
す
が
り
、
努
力
す
る
。
そ
れ
が
無
駄
な
事
だ
と
気

付
か
ず
に
、
何
度
と
な
く
繰
り
返
す
。

　
結
局
は
、
無
駄
な
の
に
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
僕
は
、
努
力
を
す
る
ヒ
ト
を
何
人
も
見
て
き
た
。
そ
の
た
び
に
、
ど
ん
な
に

努
力
し
て
も
越
え
ら
れ
な
い
壁
に
突
き
当
た
っ
て
み
ん
な
諦
め
た
。

　
だ
か
ら
僕
は
、
努
力
な
ん
て
無
駄
だ
と
言
う
。
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十
五
頁
「
努
力
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。



52

十
六
頁
「
認
め
て
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
認
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
話
。
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十
六
頁
「
認
め
て
」

　
僕
は
造
る
。
僕
だ
け
の
本
を
。
誰
に
読
ま
す
の
で
は
な
く
、
自
分
の
読
む
本

を
。

　
今
日
は
、
認
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
私
は
、
認
め
て
も
ら
い
た
い
。
世
界
に
、
世
間
に
、
親
に
、
そ
し
て
何
よ
り

も
自
分
自
身
に
。

　
私
と
い
う
存
在
が
、
こ
こ
に
居
る
と
い
う
事
を
。

　
私
が
、
生
き
て
い
て
い
い
と
い
う
事
を
。

　
私
は
、
こ
こ
に
居
る
。
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
。
生
き
て
い
る
。

　
で
も
私
は
、
そ
れ
を
認
め
な
い
。
認
め
て
く
れ
な
い
。
私
が
存
在
し
て
い
る

と
い
う
事
を
、
誰
一
人
と
し
て
認
め
て
く
れ
な
い
。

　
私
は
、
一
人
で
生
き
て
い
る
。
世
界
に
、
世
間
に
、
親
に
、
何
よ
り
私
自
身

に
認
め
て
も
ら
う
為
に
。
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
僕
は
、
誰
か
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
事

を
。

『
僕
は
、
こ
こ
に
い
る
。
』
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十
六
頁
「
認
め
て
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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十
七
頁
「
天
才
と
凡
人
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
天
才
と
凡
人
の
話
。
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十
七
頁
「
天
才
と
凡
人
」

　
僕
は
、
本
を
創
る
だ
け
の
生
活
を
繰
り
返
す
。
毎
日
、
毎
年
。
こ
ん
な
生
活

を
始
め
て
か
ら
ど
れ
位
経
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
今
日
は
、
天
才
と
凡
人
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
私
は
、
天
才
を
知
っ
て
い
る
。
私
が
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
、
絶
対
に
届
か

な
い
。
そ
ん
な
奴
。

　
努
力
し
て
、
努
力
し
て
成
し
遂
げ
た
事
を
、
い
と
も
簡
単
に
や
っ
て
し
ま
う

奴
。

　
私
は
、
あ
い
つ
が
羨
ま
し
い
。
凡
人
の
私
と
は
違
っ
て
、
何
の
努
力
を
し
な

く
て
も
何
で
も
出
来
て
し
ま
う
あ
い
つ
が
。

―
　
―
　
―
　
―
　
―
　
―
　
―
　
―

　
僕
は
、
天
才
を
知
っ
て
い
る
。
僕
が
ど
ん
な
に
追
い
抜
い
て
も
、
必
ず
努
力

し
て
追
い
つ
い
て
く
る
。
そ
ん
な
奴
。

　
到
底
追
い
つ
け
な
い
ぐ
ら
い
に
追
い
抜
い
て
も
、
気
づ
い
た
ら
努
力
で
追
い

つ
い
て
い
る
奴
。

　
僕
は
羨
ま
し
い
。
凡
人
の
僕
と
は
違
っ
て
、
無
駄
な
事
を
せ
ず
に
ひ
た
す
ら

努
力
し
続
け
ら
れ
る
あ
い
つ
が
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
大
体
の
人
は
、
自
分
に
無
い
モ
ノ
を
欲
し
が
る
。
そ
れ
故
、
自
分
の
才
能
に

気
づ
か
な
い
。
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十
七
頁
「
天
才
と
凡
人
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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十
八
頁
「
善
悪
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
善
悪
の
話
。
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十
八
頁
「
善
悪
」

　
僕
は
、
話
を
作
る
。
誰
か
に
読
ん
で
貰
い
た
い
訳
じ
ゃ
な
く
て
、
誰
か
に
読

ん
で
あ
げ
た
く
て
。

　
今
日
は
、
善
悪
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
善
と
悪
。
体
を
成
す
２
つ
。
矛
盾
し
た
２
つ
。
だ
が
、
お
互
い
に
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
２
つ
。

　
大
体
の
人
の
考
え
は
、
善
が
い
い
事
で
悪
が
悪
い
事
だ
と
言
う
だ
ろ
う
。

　
だ
け
ど
僕
は
、
善
も
悪
も
変
わ
ら
な
い
と
思
う
。

　
一
方
が
い
い
事
だ
と
言
っ
て
や
っ
て
い
て
も
、
も
う
一
方
か
ら
し
た
ら
悪
い

事
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
逆
も
言
え
る
。

　
用
は
捉
え
方
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
取
り
除
け
ば
２
つ
と
も
同
じ
だ
。
少
な
く

と
も
僕
は
そ
う
思
っ
て
い
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
僕
の
や
っ
て
い
る
事
は
、
ヒ
ト
に
と
っ
て
善
な
の
だ
ろ
う
か
。
悪
な
の
だ
ろ

う
か
。
僕
に
は
分
か
ら
な
い
。
結
局
は
、
他
人
が
決
め
る
事
な
の
だ
か
ら
。
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十
八
頁
「
善
悪
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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十
九
頁
「
自
由
」
（
前
書
き
）

　
今
日
は
、
自
由
の
話
。
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十
九
頁
「
自
由
」

　
僕
は
、
話
を
作
る
。
違
う
話
を
毎
日
造
る
。

　
今
日
は
、
自
由
の
話
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
私
に
は
自
由
に
な
る
資
格
は
な
い
。

　
私
は
、
多
重
人
格
の
一
人
だ
。

　
他
の
人
格
は
全
て
殺
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
自
由
に
な
れ
る
と
思
っ
て
。

　
で
も
、
自
由
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。

　
他
の
人
格
を
殺
す
う
ち
に
、
母
体
の
脳
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
植
物
状
態
に
し

て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
ま
る
で
、
何
を
し
て
も
自
由
に
な
れ
な
い
と
言
う
よ
う
に
、
私
の
努
力
は
無

駄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
結
局
、
あ
の
ま
ま
過
ご
し
て
い
た
方
が
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
い
や
、
良
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
あ
の
頃
の
方
が
ま
だ
自
由
だ
っ
た
。

　
今
頃
気
づ
い
て
も
、
遅
い
。
も
う
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
自
分
自
身
に
枷
を
付
け
た
私
に
、
自
由
に
な
る
資
格
は
な
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
僕
は
、
ど
こ
に
も
行
け
な
い
。
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『
こ
ん
な
僕
に
、

　
自
由
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
』
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十
九
頁
「
自
由
」
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
想
に
書
い
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で

す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

昨日と、今日と、これからと
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